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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
「
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
応
用
演
習

成
果
発
表
会
と
優
秀
作
品
表

彰
式
が
１
月
21
日
、
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
催
さ
れ
、

２
年
次
生
41
人
が
作
品
を
披

露
、優
秀
作
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
同
授
業
で
は
、
映
像
制
作

の
過
程
を
学
び
、
ニ
ー
ズ
や

目
的
に
即
し
た
企
画
力
、
表

現
手
法
な
ど
の
創
造
性
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
習
得
を

目
指
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
川
崎
市
多
摩

区
と
専
修
大
学
の
魅
力
」。

個
人
制
作
の
映
像
Ｃ
Ｍ
（
30

秒
）
41
作
と
、
か
わ
さ
き
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団

体
を
Ｐ
Ｒ
す
る
映
像
作
品

（
グ
ル
ー
プ
制
作
・
３
分
以

内
）
９
作
が
並
ん
だ
。

　
表
彰
式
に
は
、
審
査
員
を

務
め
た
多
摩
区
の
小
松
宏
吉

副
区
長
を
は
じ
め
、
担
当
教

員
の
福
冨
忠
和
教
授
、
藤
原

正
仁
准
教
授
、
藤
咲
淳
一
非

常
勤
講
師
が
出
席
し
た
。

　
川
崎
市
多
摩
区
長
最
優
秀

賞
は
「
わ
た
し
の
好
き
な
ま

ち
」
の
平
形
怜
菜
さ
ん
。

「
多
摩
区
の
魅
力
で
あ
る
水

と
緑
を
軸
に
し
た
豊
か
な
自

然
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
盛

り
込
ん
で
描
い
た
」
と
話

す
。
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
を
効
果
的
に
使
っ
て
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
表
現
、
多
摩
区
か

ら
絶
大
な
評
価
を
得
た
。

　
専
修
大
学
広
報
課
優
秀
賞

と
入
学
セ
ン
タ
ー
特
別
奨
励

賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
の
は

「
誰
か
が
支
え
て
く
れ
る
。

だ
か
ら
学
べ
る
。」
の
関
口

拓
也
さ
ん
。「
専
大
の
自
慢

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
食
堂
の

お
ば
ち
ゃ
ん
や
警
備
員
さ
ん

に
も
登
場
し
て
も
ら
い
、
目

立
た
な
い
仕
事
を
し
て
い
る

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
た

ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

た
か
っ
た
」
と
関
口
さ
ん
。

　
教
員
特
別
奨
励
賞
は
技
術

の
高
さ
、
個
性
的
な
表
現
手

法
を
基
準
に
教
員
が
選
ぶ
。

　「
映
像
作
り
を
通
し
て
専

大
や
生
田
の
街
（
多
摩
区
）

を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
て

い
る
。
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

表
現
す
る
的
確
さ
も
大
事
」

（
福
冨
教
授
）、「
豊
か
な
着

想
を
も
つ
作
品
が
多
か
っ

た
。
基
本
を
忘
れ
ず
に
、
の

び
の
び
と
失
敗
を
恐
れ
ず
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」（
藤

咲
非
常
勤
講
師
）
な
ど
注
文

や
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
優
秀
作
品
は

以
下
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

　
▽
川
崎
市
多
摩
区
長
優
秀

賞

増
井
洸
貴
「
あ
な
た
の

休
日
に
緑
を
」
▽
専
修
大
学

入
学
セ
ン
タ
ー
優
秀
賞

田

中
美
帆
「
楽
し
み
方
は
あ
な

た
次
第
」
▽
同
特
別
奨
励
賞

佐
藤
駿
「
百
円
あ
っ
た

ら
、
専
大
い
こ
う
。」
／
橋

本
祐
希
「
専
修
大
学
で
み
つ

け
よ
う
」
／
大
和
谷
瑞
希

「
こ
こ
だ
か
ら
頑
張
れ
る
」

▽
専
修
大
学
教
員
特
別
奨
励

賞

松
尾
泰
樹
「
仲
直
り
」

／
深
澤
和
也
「『
僕
も
』
好

き
で
す
か
わ
さ
き
愛
の
ま

ち
」
／
縄
田
悠
香
「
は
な
た

ま
｜
生
田
緑
地
と
多
摩
川
編

｜
」（
専
修
大
学
広
報
課
と

入
学
セ
ン
タ
ー
２
部
門
の
最

優
秀
賞
は
該
当
者
な
し
）

　
市
民
団
体
Ｐ
Ｒ
作
品
は
、

１
月
30
日
に
「
か
わ
さ
き
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
で
も
紹

介
さ
れ
た
。
２
月
５
日
に

は
、
作
品
を
テ
ー
マ
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
学
生
と
の
交
流
会

が
開
か
れ
た
。

最優秀賞　平形さん「わたしの好きなまち」

メディアプロデュースプログラム・映像作品発表

海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

活
動
写
真
展 

 
国
際
経
済
学
科

　
海
外
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
し

た
学
生
が
撮
影
し
た
写
真
展

が
１
月
20
日
か
ら
27
日
ま

で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号

館
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
か
れ

た
。

　
写
真
は
経
済
学
部
国
際
経

済
学
科
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」

（
狐
崎
知
己
教
授
）
を
受
講

し
、
メ
キ
シ
コ
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ

で
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
学
生
19
人
の
10
作

品
。
現
地
の
様
子
や
人
々
の

表
情
を
と
ら
え
た
力
作
が
並

ん
だ
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
孤
児
院
を

訪
ね
た
荒
川
晴
菜
さ
ん
（
３

年
次
）
は
あ
ど
け
な
い
男
の

子
が
手
を
か
ざ
す
姿
を
カ
メ

ラ
に
収
め
た
。「
孤
児
院
で

一
番
年
少
の
男
の
子
の
手
が

意
外
と
大
き
く
た
く
ま
し
か

っ
た
。
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー

人
々
の
表
情
い
き
い
き
と

を
押
し
た
。
次
は
ほ
か
の
国

に
行
っ
て
み
た
い
」。
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
の

暮
ら
し
を
体
験
し
た
今
野
隆

司
さ
ん
（
同
）
は
「
コ
ー
ヒ

ー
豆
の
生
産
過
程
の
大
変
な

状
況
を
実
感
し
た
」と
い
う
。

　
同
科
目
は
夏
期
休
暇
中
に

本
学
の
補
助
金
を
得
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
。
途
上

国
の
人
々
の
立
場
に
立
っ
た

効
果
的
な
国
際
協
力
の
在
り

方
を
考
え
る
特
徴
あ
る
授
業

だ
。

▲　力作を展示した学生たち。中央が狐崎教授

シ
ッ
プ
は
２
０
０
１
年
に
ス

タ
ー
ト
。
単
位
認
定
を
伴
う

専
門
科
目
と
し
て
、
前
期
の

事
前
学
習
を
経
て
、
夏
期
休

暇
中
の
１
〜
２
週
間
、
学
外

特
別
研
修
を
行
い
、
後
期
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準

備
と
発
表
を
行
う
。

　
今
年
度
は
20
カ
所
で
21
人

が
研
修
を
受
け
た
。
発
表
会

で
は
そ
の
内
容
や
成
果
を
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
し

た
。

　
こ
の
う
ち
山
崎
製
パ
ン
で

研
修
を
受
け
た
上
遠
野
凱
さ

ん
（
３
年
次
）
は
製
造
か
ら

配
達
、
営
業
ま
で
全
工
程
を

体
験
。「
モ
ノ
を
つ
く
り
、

売
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン

テ
ナ
を
張
る
必
要
が
あ
る
」

と
学
ん
だ
。
同
社
人
事
本
部

の
成
田
高
大
次
長
は
「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
情
報
収
集
、
分
析

な
ど
、
短
期
間
で
さ
ま
ざ
ま

な
気
付
き
を
得
て
、
視
野
が

広
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
評
価
し
た
。

　
「
故
郷
の
よ
さ
を
実
感
し

た
い
」
と
富
山
県
黒
部
市
役

所
で
研
修
し
た
米
山
夏
季
さ

ん
（
２
年
次
）
は
、
牧
場
や

こ
ど
も
自
然
体
験
村
で
10
日

間
汗
を
流
し
た
。「
公
務
員

の
仕
事
は
窓
口
業
務
だ
け
で

は
な
い
、
体
力
も
い
る
と
知

っ
た
。
研
修
を
通
じ
、
積
極

的
に
行
動
す
る
こ
と
、
仕
事

を
楽
し
む
こ
と
、
想
像
力
を

持
っ
て
準
備
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

▶
　
研
修
に
つ
い
て
報
告
す
る

上
遠
野
さ
ん

　
経
済
学
部
の
学
外
特
別
研

修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

担
当
・
宮
嵜
晃
臣
教
授
）
発

表
会
が
12
月
12
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
夏

期
休
暇
中
に
企
業
や
各
種
団

体
で
体
験
し
た
実
務
に
つ
い

て
学
生
21
人
が
報
告
し
た
。

　
経
済
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン

21
人
が
報
告

経
済
・
学
外
特
別

研
修
体
験
発
表
会

企
業
研
修
報
告
会
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
３
年
次
生
24
人
が
夏
期
休

暇
中
に
行
っ
た
企
業
研
修

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
担

当
・
小
林
隆
教
授
）
の
報
告

会
が
10
月
20
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
代
表
し

て
４
人
（
山
田
紗
弥
さ
ん
、

小
川
亜
咲
さ
ん
、
岩
田
達
夢

さ
ん
、
吉
野
な
つ
み
さ
ん
）

が
体
験
発
表
を
行
っ
た
。

　
企
業
研
修
は
、
社
会
で
仕

事
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り

仕
事
の
意
義
を
学
び
、
進

路
、
職
業
選
択
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
考
え
る
契
機
に
も
な

る
。
今
回
の
受
け
入
れ
先
は

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
ウ
ェ

ブ
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
販
売
、
ア
ニ
メ
制

作
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
な
ど
20
社
・
団
体
。
当
日

は
受
け
入
れ
先
の
担
当
者
や

同
学
部
１
、
２
年
次
生
ら
合

わ
せ
て
約
５
０
０
人
が
参

加
、
発
表
を
聴
い
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
の
㈱

ア
イ
・
エ
ム
・
ジ
ェ
イ
で
10

日
間
、
研
修
し
た
吉
野
さ
ん

は
「
異
な
っ
た
視
点
を
持
つ

人
と
接
し
た
こ
と
で
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新

鮮
な
気
持
ち
を
持
っ
た
」
と

印
象
を
話
し
た
。
就
職
先
を

迷
っ
て
い
た
が
、「
研
修
を

経
て
進
路
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
言
う
。
同
社
に
昨
年

４
月
就
職
し
た
先
輩
の
赤
石

あ
ず
さ
さ
ん
（
平
27
ネ
ッ
ト

情
報
）
も
駆
け
つ
け
、
吉
野

さ
ん
の
発
表
を
聴
い
た
。

　
同
学
部
は
、
２
０
０
３
年

度
か
ら
企
業
研
修
を
開
始
、

現
在
ま
で
に
２
５
０
人
以
上

が
受
講
し
て
い
る
。

▲　吉野なつみさん

▶
　
表
彰
式
後
、
学
生
・
審
査

員
ら
全
員
で

多
摩
区
と
専
大
の
魅
力
発
信

▲　山田紗弥さん

　
人
間
科
学
部
心
理
学
科
で
は
今

年
度
初
め
て
、
学
部
生
の
授
業
に

動
物
実
験
を
取
り
入
れ
た
。
実
験

に
供
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
の
慰
霊
祭
が

1
月
20
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
、
学
生
や
講
師
陣
が
ラ
ッ

ト
へ
の
感
謝
と
哀
悼
の
意
を
表
わ

し
た
。

　
同
学
科
で
は
２
年
次
生
の
必
修

授
業
「
心
理
学
基
礎
実
験
２
」
で

18
匹
の
ラ
ッ
ト
を
用
い
た
。
学
生

は
動
物
実
験
室
で
学
習
行
動
実
験

に
参
加
し
、
動
物
実
験
の
研
究
倫

理
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
ラ
ッ
ト

は
実
験
後
、
国
の
定
め
る
生
命
倫

理
指
針
に
従
っ
て
安
楽
死
さ
せ
ら

れ
た
。

　
慰
霊
祭
で
は
出
席
者
全
員
で
黙

と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
授
業
を
担

当
し
て
い
る
山
上
精
次
学
部
長
が

「
心
理
学
が
対
象
と
し
て
い
る
の

は
生
物
。
生
物
に
と
っ
て
唯
一
無

二
の
こ
の
命
を
、
ラ
ッ
ト
は
実
験

で
君
た
ち
に
さ
さ
げ
て
く
れ
た
。

感
謝
と
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
心
理
学
は
生
物
の
命

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。
そ
し
て
学
生
73
人
と
講
師
ら

は
教
室
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
祭

壇
に
向
か
い
手
を
合
わ
せ
た
。

　
山
上
教
授
に
よ
る
と
、
専
門
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
入
る
前
の
一
般
の
授

業
で
ラ
ッ
ト
を
用
い
る
大
学
は
全

国
で
も
少
な
い
と
い
う
。「
論
文

を
読
ん
だ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い

重
要
な
こ
と
を
、
実
験
を
通
じ
て

学
生
た
ち
に
は
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

▶
　
初
め
て
行
わ
れ
た
ラ
ッ
ト
の
慰

霊
祭
で
は
、
学
生
た
ち
が
手
を

合
わ
せ
哀
悼
の
意
を
表
し
た

初
の
実
験
動
物
慰
霊
祭

人
間
科
学
部

心

理

学

科


